
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＼ 空 き 家 の 相 談 受 付 中 ／ 

☎042-519-9556 

檜原村役場むらづくり推進係まで！ 

空き家ありませんか？ 

地域おこし 

協力隊新聞          

2025 年 

 

第 37 号 

村外から移住した、私たち地域おこし協力

隊が、檜原村の魅力を協力隊目線ですくい

上げてお届けします。記事にしてほしい内

容のリクエストも随時受付中です。 

スプーン 

 

柏木野での桧原太鼓 

こちらも２年連続での参加になりまし

た！ 

昨年ご好評だったとのことだったので、

気合いを入れて参加させていただきまし

た！ 

昨年は太鼓の革を破ってしまいました

が、今年はなんとか破らずに済みました

(笑) 

柏木野はお客さんとの距離が近いので、

迫力があったようで、ご満足いただけた

みたいです！ 

是非来年も呼んでいただけるように、ま

た 1 年練習をがんばりたいと思います！ 

人里の獅子舞 

３年連続で参加させていただきました！

今年は予定が合わず、獅子舞はできませ

んでしたが、準備と当日の売店のお手伝

いをさせていただきました！ 

大太刀では、年の近い方が太刀引きをし

ていたため、絶対に見たいと思い、下川乗

のお祭りが終わってから見に行かせてい

ただきました！縄を伐ることはできませ

んでしたが、緊張感があり、かっこいい姿

をみせてもらいました！ 

来年はいくつかやらせていただければと

思います！！ 

下川乗の獅子舞 

２年連続での参加になりました！ 

今年は、藤かかりの雌獅子、太刀かかりの

雌獅子、雌獅子かくしの宝来をさせていた

だきました！ 

太刀かかりは急遽だったので、なかなかう

まくできず、まだまだ練習が必要だなと思

いました。 

人里と混同して混乱したりしていますが、

優しく教えてくださったおかげでなんとか

できました！ 

来年はもう少しうまくできるようにしてい

きたいと思います！ 

中澤の      体験記 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  高畝の上に、もみ殻と大量の落葉      発生してきた糸状菌（白い菌） 

※現在、雨ざらし期間中（11 月半ばまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域おこし協力隊へのご依頼は 

檜原村役場 むらづくり推進係へ 

☎042-519-9556 

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
食
欲

の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す

ね
。
今
年
は
サ
ン
マ
が

豊
漁
で
脂
が
の
っ
て
い

て
、
安
い
み
た
い
で
す
。

個
人
的
に
は
戻
り
ガ
ツ

オ
を
食
べ
る
と
秋
を
感

じ
ま
す
。 

そ
し
て
、
山
の
幸
も
楽

し
み
な
季
節
。
キ
ノ
コ

に
詳
し
い
方
、
ぜ
ひ
我

ら
協
力
隊
を
山
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。
美
味
し

い
山
の
幸
を
堪
能
し
た

い
で
す
。（
髙
橋
） 

松本
まつもと

 圭史
よしふみ

 中澤
なかざわ

 大樹
だいき

    

髙
たか

橋
はし

 政樹
まさき

  林
はやし

 陽
あき

浩
ひろ

 

 

 

昨
年
の
8
月
に
檜
原
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
、

早
い
も
の
で
１
年
２
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
の

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
村
に
来
る
前
に
考
え
て
い
た

よ
り
も
、
幅
広
い
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
！ 

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み 

①
情
報
発
信 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

な
ど
を
通
じ
、
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

②
特
産
品
の
開
発 

 

村
内
で
収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
柚
子
を
使
っ
た
、 

２
種
類
の
炭
酸
飲
料
を
試
作
し
、
試
験
販
売
を
実
施
。
予

想
を
大
き
く
上
回
る
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

③
カ
フ
ェ
せ
せ
ら
ぎ
に
て
研
修 

 

マ
ス
タ
ー
ご
夫
婦
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
概
ね
週
１
回
、

調
理
や
接
客
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

④
村
役
場 

福
祉
け
ん
こ
う
課 

福
祉
係
に
て
勤
務 

 

ケ
ア
マ
ネ
の
経
験
や
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
活
か
し
、

主
に
介
護
認
定
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
か

ら
、
１
０
０
件
以
上
の
調
査
票
を
作
成
し
ま
し
た
。 

⑤
地
域
活
動
へ
の
参
加 

 

自
治
会
や
消
防
団
活
動
に
加
え
、
上
元
郷
神
田
囃
子
の
運

営
補
助
や
、
御
と
う
神
事
の
お
当
番
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

      こ
れ
か
ら
の
展
望 

 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
続
け
な
が
ら
、
村
内
産
の
柚
子

や
ル
バ
ー
ブ
を
使
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
や
、
都
民
の
森
の
白
炭
で

焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
商
品
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
檜
原
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

ま
た
、
私
の
故
郷
で
あ
る
群
馬
県
で
、
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ
た

炭
焼
き
や
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
を
行
っ

て
い
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今
後
、
視
察
な
ど

を
行
い
、
檜
原
村
で
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
、
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
松
本
） 

障
害
が
起
こ
り
に
く
く
、
持
続

的
な
農
業
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
次
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
と
に
か
く
「
手
間
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
有
機
物
の
収
集
が

と
に
か
く
大
変
。
真
夏
に
す
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
笑
。
２

つ
目
は
収
穫
ま
で
時
間
が
か
か

る
。
初
年
度
は
微
生
物
環
境
が

安
定
す
る
ま
で
、
作
物
の
生
育

に
ば
ら
つ
き
が
で
た
り
、
収
量

が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
は
未
完

成
で
す
が
、
ご
興
味
が
あ
る
方

は
来
春
に
で
も
、
ぜ
ひ
見
に
来

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。
ど
う
か
美
味
し
い
野
菜
が

採
れ
ま
す
よ
う
に
。（
髙
橋
） 

 

こ
ん
に
ち
は
、
み
な
さ
ん
！

今
回
は
前
回
の
続
き
で
、
菌
ち

ゃ
ん
農
法
と
は
な
ん
ぞ
や
？

と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
菌
ち
ゃ
ん

農
法
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
微

生
物
の
力
を
最
大
限
に
活
か

し
て
、
無
農
薬
・
無
肥
料
で
野

菜
を
育
て
る
農
法
で
す
。
畑
に

炭
素
を
沢
山
含
む
有
機
物
、
例

え
ば
、
木
、
竹
、
も
み
殻
、
落

ち
葉
や
雑
草
等
の
有
機
物
を

土
に
混
ぜ
混
む
こ
と
で
、
微
生

物
（
糸
状
菌
）
を
増
や
し
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
投
入
し
た
有

機
物
を
腐
敗
さ
せ
ず
に
、
発
酵

さ
せ
る
こ
と
で
土
壌
の
栄
養

を
効
率
よ
く
、
植
物
が
吸
収 

自然と共生 ～檜原村で始める菌ちゃん農法～ 

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
菌
ち

ゃ
ん
農
法
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
で
す
が
、
一
番
の
メ
リ

ッ
ト
は
コ
ス
ト
削
減
、
安
全
で

美
味
し
い
野
菜
が
育
つ
。
化
学

肥
料
や
農
薬
を
購
入
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、
資
材
費
を
大

幅
に
削
減
で
き
ま
す
。
加
え

て
、
微
生
物
の
力
で
育
っ
た
野

菜
は
有
害
物
質
の
蓄
積
が
少

な
く
、
え
ぐ
み
も
少
な
く
、
ミ

ネ
ラ
ル
分
が
豊
富
で
、
野
菜
本

来
の
旨
味
や
甘
味
が
引
き
出

さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

つ
目
は
、
微
生
物
が
活
発
に
活

動
す
る
こ
と
で
、
土
が
フ
カ
フ

カ
に
な
り
、
水
は
け
や
通
気
性

が
よ
く
な
る
。
さ
ら
に
連
作 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科
ツ
リ
フ
ネ

ソ
ウ
属
に
分
類
さ
れ
る
一
年
草
。
柄
か
ら
垂
れ
下
が

っ
た
袋
状
の
花
の
形
を
、
吊
り
下
げ
ら
れ
た
帆
掛
け

船
に
見
立
て
て
そ
の
名
が
付
い
た
の
だ
と
か
。
馴
染

み
の
あ
る
例
で
言
う
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間
で
、

「
自
動
散
布
」
と
言
っ
て
、
果
実
が
熟
す
と
種
子
を

自
力
で
飛
ば
し
ま
す
。 

同
じ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
属
に
キ
ツ
リ
フ
ネ
と
い
う

花
が
あ
り
ま
す
。
色
以
外
パ
ッ
と
見
は
似
た
よ
う
な

外
観
で
す
が
、「
距(

き
ょ)

」
に
着
目
す
る
と
、
ツ
リ

フ
ネ
ソ
ウ
が
ク
ル
っ
と
巻
く
の
に
対
し
て
、
キ
ツ
リ

フ
ネ
は
だ
ら
ん
と
垂
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
が
葉
の
上
に
花
を

咲
か
せ
る
の
に
対
し
、
キ
ツ
リ
フ
ネ
は
葉
の
下
に
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。(

林) 

檜
原
に
咲
く
花 

神
戸
岩
入
口
付
近
の
河
原
に
は
、
三
つ
の
岩
石
地

帯
が
見
ら
れ
る
珍
し
い
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
深
い

海
底
で
堆
積
し
た
チ
ャ
ー
ト
、
火
山
噴
火
に
よ
る
玄

武
岩
、
浅
い
海
で
サ
ン
ゴ
礁
が
作
っ
た
石
灰
岩
。 

 

自
然
観
察
記 

遥
か
遠
い
昔
、
海
で

噴
火
し
た
火
山
島
が

プ
レ
ー
ト
に
乗
り
、

浅
い
海
で
サ
ン
ゴ
礁

を
育
て
な
が
ら
、
海

溝
で
沈
み
込
め
ず
に

付
加
体
と
な
り
、
遠

く
檜
原
の
山
の
中
ま

で
運
ば
れ
て
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

林) 

キツリフネ ツリフネソウ 

檜
原
村
に
移
住
し
て
１
年
（
と
少
し
） 

―

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら…

 


